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拒絶理由 異議申立理由 無効理由

第１５条　審査官は、商標登録出願が次の
各号のいずれかに該当するときは、その商
標登録出願について拒絶をすべき旨の査
定をしなければならない。

第４３条の２　何人も、商標掲載公報の発行
の日から二月以内に限り、特許庁長官に、
商標登録が次の各号のいずれかに該当す
ることを理由として登録異議の申立てをする
ことができる。この場合において、二以上の
指定商品又は指定役務に係る商標登録に
ついては、指定商品又は指定役務ごとに登
録異議の申立てをすることができる。

第４６条　商標登録が次の各号のいずれか
に該当するときは、その商標登録を無効に
することについて審判を請求することができ
る。この場合において、商標登録に係る指
定商品又は指定役務が二以上のものにつ
いては、指定商品又は指定役務ごとに請求
することができる。

自他商品役務識別力（３条）

不登録事由（４条１項）

地域団体商標（７条の２第１項）

不正使用取消審判により登録取消の場合
の再登録禁止（５１条２項、５３条２項）

外国人の権利の享有（特２５条）

先願（８条１項、２項、５項）

条約違反
二　その商標登録出願に係る商標が条約の
規定により商標登録をすることができないも
のであるとき。

二　その商標登録が条約に違反してされた
こと。

二　その商標登録が条約に違反してされた
とき。

商標の明確性（５条５項）
三　その商標登録が第５条第５項に規定す
る要件を満たしていない商標登録出願に対
してされたこと。

三　その商標登録が第５条第５項に規定す
る要件を満たしていない商標登録出願に対
してされたとき。

一商標一出願（６条１項、２項）

無権利者登録

４６条１項四号の無効理由に相当する規定
が１５条の拒絶理由にない。
その理由は、「審査の段階では、このような
ことが問題とならないのに反し、いったん
誤って無権利者に登録がされたときにはそ
のままにしておくのは妥当ではないからであ
る。」（特許庁編『工業所有権法逐条解説 第
20版』商標法第４６条）

四　その商標登録がその商標登録出願によ
り生じた権利を承継しない者の商標登録出
願に対してされたとき。

五　商標登録がされた後において、その商
標権者が第７７条第３項において準用する
特許法第２５条の規定により商標権を享有
することができない者になつたとき、又はそ
の商標登録が条約に違反することとなつた
とき。

六　商標登録がされた後において、その登
録商標が第４条第１項第一号から第三号ま
で、第五号、第七号又は第十六号に掲げる
商標に該当するものとなつているとき。

七　地域団体商標の商標登録がされた後に
おいて、その商標権者が組合等に該当しな
くなつたとき、又はその登録商標が商標権
者若しくはその構成員の業務に係る商品若
しくは役務を表示するものとして需要者の間
に広く認識されているもの若しくは第７条の
２第１項各号に該当するものでなくなつてい
るとき。
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一　その商標登録出願に係る商標が第３
条、第４条第１項、第７条の２第１項、第８条
第２項若しくは第５項、第５１条第２項（第５２
条の２第２項において準用する場合を含
む。）、第５３条第２項又は第７７条第３項に
おいて準用する特許法第２５条の規定によ
り商標登録をすることができないものである
とき。

一　その商標登録が第３条、第４条第１項、
第７条の２第１項、第８条第１項、第２項若し
くは第５項、第５１条第２項（第５２条の２第２
項において準用する場合を含む。）、第５３
条第２項又は第７７条第３項において準用
する特許法第２５条の規定に違反してされ
たこと。

【商標登録の無効審判の請求に対する除斥期間】
第４７条　商標登録が第３条、第４条第１項第八号若しくは第十一号から第十四号まで若しくは第８条第１項、第２項若しくは第５項の規定に違反してされたとき、
商標登録が第４条第１項第十号若しくは第十七号の規定に違反してされたとき（不正競争の目的で商標登録を受けた場合を除く。）、
商標登録が同項第十五号の規定に違反してされたとき（不正の目的で商標登録を受けた場合を除く。）
又は商標登録が第４６条第１項第四号に該当するときは、
その商標登録についての同項の審判は、商標権の設定の登録の日から５年を経過した後は、請求することができない。

２　商標登録が第７条の２第１項の規定に違反してされた場合（商標が使用をされた結果商標登録出願人又はその構成員の業務に係る商品又は役務を表示するものとして需要者
の間に広く認識されているものでなかつた場合に限る。）であつて、商標権の設定の登録の日から５年を経過し、かつ、その登録商標が商標権者又はその構成員の業務に係る商
品又は役務を表示するものとして需要者の間に広く認識されているときは、その商標登録についての第４６条第１項の審判は、請求することができない。

一　その商標登録が第３条、第４条第１項、
第７条の２第１項、第８条第１項、第２項若し
くは第５項、第５１条第２項（第５２条の２第２
項において準用する場合を含む。）、第５３
条第２項又は第７７条第３項において準用
する特許法第２５条の規定に違反してされ
たとき。

三　その商標登録出願が第５条第５項又は
第６条第１項若しくは第２項に規定する要件
を満たしていないとき。

一商標一出願の要件違反は、拒絶理由であるが異議理由・無効理由ではない。

後発的無効理由 登録後の後発的事由は、無効理由のみである。

８条１項違反は、拒絶理由ではないが、異議理由・無効理由である。
「その理由は、８条１項違反で拒絶すべき場合は必ず４条１項１１号違反になるから８条１項違反を拒絶理由としておく意味がないのに
反し、これを無効理由にしておかないと誤って後願が先に登録された場合にその後願に係る登録を無効にできないからである。」（特許
庁編『工業所有権法逐条解説 第20版』商標法第８条）

【防護標章登録の場合の読替え】
第６８条第２項
　第１４条から第１５条の２まで及び第１６条から第１７条の２までの規定は、防護標章登録出願の審査に準用する。この場合において、
　第１５条第一号中「第３条、第４条第１項、第７条の２第１項、第８条第２項若しくは第５項、第５１条第２項（第５２条の２第２項において準用する場合を含む。）、第５３条第２項」とあ
るのは「第６４条」と、
　同条第三号中「第５条第５項又は第６条第１項若しくは第２項」とあるのは「第６条第１項又は第２項」と読み替えるものとする。

第６８条第４項
　第４３条の２（第三号を除く。）から第４５条まで、第４６条（第１項第三号及び第七号を除く。）、第４６条の２、第５３条の２、第５３条の３、第５４条第１項及び第５５条の２から第５６条
の２までの規定は、防護標章登録に係る登録異議の申立て及び審判に準用する。この場合において、
　第４３条の２第一号及び第４６条第１項第一号中「第３条、第４条第１項、第７条の２第１項、第８条第１項、第２項若しくは第５項、第５１条第２項（第５２条の２第２項において準用す
る場合を含む。）、第５３条第２項」とあるのは「第６４条」と、
　同項第六号中「その登録商標が第４条第１項第一号から第三号まで、第五号、第七号又は第十六号に掲げる商標に該当するものとなつているとき」とあるのは「その商標登録が
第６４条の規定に違反することとなつたとき」と読み替えるものとする。


